
　　

問い合わせ先 京都市教育委員会指導部生徒指導課（075-213-5622）

　●希望する教育支援センター「ふれあいの杜」通級生等を対象に、実証研究「オンラインの居場所」を試行実施。
　●オンラインフリースクールの実績のある事業者に業務委託し、民間企業の豊富な授業コンテンツを活用。
　●ニーズ把握やより多くの子どもたちの意見を求めるために、年度途中から対象者を拡大。

　※オンライン授業（毎水曜日）、セミナー等保護者向け企画（月１回）を実施（授業22回、セミナー等8回）
　※指導要録上の出席扱い等への基礎資料として、参加状況や授業内容を記したレポートを在籍校に毎月送付
　※体験活動への接続として、10月には、理科教育授業後、ふれあいの杜において京都市青少年科学センター
  　 校外学習を実施
  　（オンラインの居場所からの参加者:10名）
　【月ごとの授業テーマ】
　10月:理科教育
　11月:防災教育
  12月:プログラミング教育
　１月:伝統文化教育
　２月:消費者教育
　３月:外国語教育

事業の成果・今後の展望等

・児童生徒…「人が目の前にいないので、緊張せず参加できた」「いろんな人の意見を知ることができた」など、回答
　者の約９割が「楽しかった」と回答があった。
・保護者…「久しぶりに同世代の子どもたちと話した」「授業内容等嬉しそうに話してくれる」など、回答者の約６割
　が「子どもに良い変化があった」と回答があった。
・令和6年度の成果を踏まえ、実施日の拡充、オンライン授業クラス数の拡充など、取組の更なる充実を図る。

事業の経過・背景・課題

　本市では、子どもたちが自分のペースで学習したり、交流できるオンラインの特徴を生かし、不登校児童生徒が続け
やすいオンライン学習の在り方やオンラインからリアルな体験への接続について研究を進めるため、メタバースを活用した
実証研究「オンラインの居場所」を実施する。

取組内容 交付実績額: 2,447 千円
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事業名 メタバースを活用した不登校児童生徒支援の実証事業
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